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福島県相馬市

平成２７年９月２５日 第３回「相馬市地方創生総合戦略会議」資料
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相馬市の人口推移
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年齢3区分別人口の推移（相馬市）

相馬市総人口
（国勢調査より）

生産年齢人口
（15歳～64歳）

年少人口
（0歳～14歳）

老年人口
（65歳以上）
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相馬市人口の自然増減・社会増減

転出数＞転入数
（H26：▲67人）

死亡数＞出生数
（H26：▲154人）

出典：現住人口調査

死亡数＞出生数
転出数＞転入数

現 状

出生数＞死亡数
転入数＞転出数

将来像

総合戦略

出典：現住人口調査
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このまま人口減少傾向が続いた場合の予測
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総人口の将来展望（相馬市）

減少傾向が続いた場合の予測

このまま人口減少が続くと45年後の人口は22,000人台まで減少する
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相馬市の総人口の将来展望

推計方法 自然増減数及び社会増減数の各数値を設定して推計

出生

自然増減のプラス化へ向けた施策の実施により
出生数が増加すると仮定し推計。

【重点項目】
・婚姻率の上昇
（男性の所得向上策の実現、出会いの機会の提供等）
・出生力の上昇（出産・子育て支援策の充実等）

死亡 福島県全体の年齢階級別生存率を用い推計。

転入・転出

社会増減のプラス化へ向けた施策の実施により
社会増減がプラス化すると仮定し推計。

【重点項目】
・職場・雇用の確保（企業誘致、新産業創出等）
・定住・定着促進
（住みやすい社会の実現、郷土愛醸成等）

将来展望にあたっての前提条件 人口減少に歯止め・人口維持へ向けて
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相馬市の総人口の将来展望

相馬市地方創生総合戦略による各種施策の実施により
相馬市の総人口の将来人口展望を実現する。
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相馬市地方創生総合戦略
第１編 基本的な考え方

第１章 基本理念

・人口減少による消滅の危機に陥ることなく、将来的にも安定した発展を続ける

第２章 目標

良質な産業をつくり、安定した雇用を創出する産業・雇用

これまでの交流を活かし、新たな人の流れをつくる観光・交流

安心な子育て環境をつくり、心豊かなひとを育てる子育て・教育

生涯現役を目指した健康づくりを推進する高齢社会対策・健康増進

誇りを持てる「そうま」を伝承する歴史・文化・郷土愛
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人口の増加 婚姻率の向上 出生力の向上
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相馬市マスタープラン

相馬市地方創生総合戦略
第２編 計画の実行あたっての基本方針

第１章 総合計画、復興計画との関係

第２章 計画期間

・人口減少
・地方創生復興計画 地方創生総合戦略

平成２７年度～平成３１年度までの５ヶ年

第３章 指標の設定と検証

※重要業績
評価指標

（KPI）の設定

PDCAサイクルによる
事業実施・検証・見直し

外部評価による検証・反映
※key performance indicatorの略
施策ごとの進捗状況を検証するために設定する指標

に関するもの

Plan

Do

Check

Action

内部検証

外部検証

各施策
の実行
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相馬市地方創生総合戦略
第３編 今後の施策の方向

５つの分野を設定し、分野毎に基本目標・基本的方向・主な施策を記載

当該分野の基本となる目標と具体的な数値
目標を記載

１．基本目標

２．基本的方向

３．主な施策

個別施策における数値目標と数値目標達成
のための具体的な事業名・事業概要を記載

テーマ毎に現状と課題を踏まえた上で、施
策の方向性を記載

第１章

産業・雇用

第２章

観光・交流

第３章

子育て・教育

第４章

高齢社会対策・
健康増進

第５章

歴史・文化

郷土愛
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産業・雇用
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良質な産業をつくり、安定した雇用を創出する基本目標

・相馬の強み・トータルメリットをPR
⇒インフラ面・充実した支援体制
（特区・助成制度）・気候の良さ等

・エネルギー関連新産業誘致の模索
⇒ＬＮＧ関連・水素研究施設など

企業誘致

・介護職員育成
⇒介護職員初任者研修・実践介護講座

・看護学校に地元推薦枠を確保

・企業紹介プログラムの作成
⇒市内小中学生に地元企業を紹介

・職場体験・企業見学
⇒小学生〜中学生向け

・高校と企業の情報交換会
⇒進路担当教員と企業をマッチング

・Uターン窓口（移住・就職相談）

・新規創業支援事業
⇒Ｈ27/5創業支援事業計画認定

就労・創業支援

継続

Ｈ27～

Ｈ28～

Ｈ28～

継続

継続

継続

継続

・プレミアム商品券事業
⇒地元商店等で利用できる割増付商品券の発行

・中小企業振興事業
⇒クーポン券、ひなめぐり、街中イベント

・観光総合ホームページ作成
⇒バーチャル街道（商工業・飲食・宿泊）

商店街活性化

Ｈ26～

継続

・キャリア教育
（企業が求める人材）
・地元企業を知る機会
の提供

・女性が活躍できる職
業開発

・正社員として働ける
安定した雇用

・商業の賑わいを取り
戻す

小学校〜高校ま
で切れ目ない
キャリア教育

Ｈ27～

ワンストップ
情報サイトで

活性化

女性の活躍を
バックアップ

Ｈ27～

医療・介護・保育
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産業・雇用
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良質な産業をつくり、安定した雇用を創出する基本目標

・農地災害復旧工事
・除塩・土壌改良（相馬方式）
・全量・全袋検査
・そうま復興米を活用した情報発信・
農産物PR

新たな農業の振興

・原釜荷捌き施設等の整備
・漁具倉庫の整備
・水産加工施設の整備
・水産物提供・PR施設整備の検討

水産業の早期再開

農地復旧・風評被害払拭

・農業用機械の無償貸与
・いちご水耕栽培施設の貸与
・梨農家向け農業用機械の無償貸与
・６次化推進
・遊休農地解消、担い手への集積

農業法人化推進・担い手育成

・放射性物質検査（50以下㏃/kg）
・水産物の安全PR
・復興支援員の配置

本格操業再開へ向けた支援

水産業関連施設の整備

復旧

復興

創生

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

H28〜

安心・安全PR
農水産業の基盤整備
より付加価値を高く

地産地消
⇓

域外消費
拡大へ

大規模化
効率化

高付加価値化

本格操業へ向
けた基盤整備
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観光・交流
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これまでの交流を活かし、新たな人の流れをつくる基本目標

・相馬復興観光御案内処 Ｈ25～

Ｈ27・いらっしゃいませ助成
交通費・宿泊費の助成

継続

観光窓口「千客万来館」を中心とした
関係団体の連携

・日本最大級のパークゴルフ場
・天然芝３面、人工芝２面の
広大なサッカー場

・４面整備されたソフトボール場
・全天候型の人工芝屋内ドーム

【ブランド品】
・本醸造特選醤油
（農林水産大臣賞）
・相馬牛（Ａ５ランク黒毛和牛）
・米（国際大会金賞受賞）

・鎮魂祈念館
・防災備蓄倉庫（兵糧蔵）

・いちご、梨、米
・豊富な海産物

・相馬野馬追
（国指定重要無形民俗文化財）
・中村城跡
・歴史資料収蔵館、郷土蔵

・接客マナーの向上

・観光イベントの開催

継続

Ｈ27～

インターネット
活用の強化

交流人口の増加

・ネット販売
（美味いもん相馬本家）

・ＳＮＳ
（フェイスブック・ツイッター）

・総合ホームページ

相馬観光
バーチャル街道

Ｈ27～

継続・姉妹都市、友好都市
災害時相互応援協定
締結都市との交流推進
（市民同士の交流の継続
地域交流、文化交流、
産業交流の幅広い推進）

お客様を迎える
ための準備。

優れた素材
如何にして、
知ってもらうか？
どう人を呼び込むか？

歴史的つながり
復興でのつながり

市内の飲食、宿泊等の情報を
ワンストップで閲覧できる
総合ホームページを作成
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子育て・教育
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安心な子育て環境をつくり、心豊かなひとを育てる基本目標

経済的負担

支援体制の充実

経済負担の軽減

結婚支援・出産支援

仕事との
両立

出生数の増加

・保育料 第３子の
完全無料化の検討

・18歳以下の医療費無料

・子育て支援施設の充実

・出会いの場の創設

・企業内託児所の検討

第３子が欲しく
ても、経済的負
担が大きい。

働きたくても、
子どもを預ける
施設がない。

子育てについて知
りたい。周囲のサ
ポートが欲しい。

・小規模保育所の認可

待機児童の解消

Ｈ27.4月～

継続

Ｈ27.3月～

愛育園における家庭児童相談、
子育てサークル活動

Ｈ28～

Ｈ27～

Ｈ27.4月～

Ｈ27～

・子育てガイドの作成

現在、第２子半額、第３子無料措置は
同時期に入園している場合に限定され
ており、その条件の緩和を検討。
私立幼稚園、公立幼稚園についても同
様に第３子の負担緩和を検討。

結婚を希望しているが出会いがなく
結婚できない独身男女を対象に、婚
活支援のためのイベントを実施

Ｈ27～
子育ての
不安

・保健センターの支援
２か月児の家庭訪問、育児相談
定期的な健康診断 継続 子どもの

遊ぶ場所

19人以下の小規模保育について
市町村が認可する

・親子イベント等の充実

遊び場確保

ＬＶＭＨ子どもアートメゾン
相馬こどものみんなの家
相馬こどもドーム
子ども公民館

Ｈ26～

Ｈ26～

Ｈ27～

・不妊治療の支援の検討 Ｈ28～

不妊治療を対象とした市独自の
補助制度の検討

出生力の向上

未婚率の減少
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子育て・教育

・英語教育の拡充 Ｈ28～

小学１年生からの早期英語教育を
実施。小学校５年生以降の英語教
育についても充実を図る

安心な子育て環境をつくり、心豊かなひとを育てる基本目標

学力向上

・音楽による生きる力を
はぐくむ事業

・企業紹介プログラムの
作成

・学校提案型事業 ・市独自の講師雇用

・成績優秀者表彰制度 ・防災教育・放射線教育

講師を雇用することでＴＴ（チーム
ティーチング）や習熟度別学習を実施

各小中学校の状況に合わせ、各学校が
提案し100万円以内の事業を実施

市内小中学校の生徒を対象に学力テス
トを実施し、成績上位者を表彰

安全・安心について考える場を設け、
自分の命を自分で守れる力をはぐくむ。

継続

Ｈ28～

生き抜く力

学校独自の
取り組み

学習意欲を
引き出す

・職場体験学習

・企業・事業所見学

市内企業や事業所の概要や職場体
験できる内容を小中学生用に示す
プログラムの作成

継続

継続

エル・システマジャパンと連携し小中学
生を対象に、無償の音楽指導教室を実施
その成果を、相馬子どもオーケストラ＆
コーラスとして発表

・心のケア事業
ＮＰＯ法人相馬フォロアーチームと連携
したカウンセリング等を実施

地域づくりを支え、心豊かに
力強く生き抜く人づくり

個に応じた
指導
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高齢社会対策・健康増進

1515

生涯現役を目指した健康づくりを推進する基本目標

生きがいづくり

Ｈ26～

継続

生活習慣病の予防

推進

拡充

Ｈ27～
拡充

継続

・おでかけミニバス

・介護職員育成

介護の支援体制

交通弱者の支援

・チャルメラカー
買い物支援・週１回無料運行

移動販売車

介護初任者を対象とした研修
シニアを対象とした介護実践講座

もりもり元気塾、ぱくぱく元気塾
栄養改善元気塾

・在宅介護の支援

・がん検診の受診率向上
肺がん、胃がん、大腸がん
前立腺がん、乳がん、子宮がん
各検診の周知徹底

・地域での健康づくり

・骨太公園
筋力維持や骨粗しょう症予防の
ための施設

Ｈ27～

健康の
維持向上

高齢者の
足の確保

・老人クラブ活動支援

元気な
高齢者支援

・イベントの開催
高齢者スポーツ大会、芸能交流会
パークゴルフ大会

推進

ひとり暮らし高齢者
・高齢者セーフティネット事業

・相馬井戸端長屋での生活支援

ひまわり会による声かけ訪問
配食サービス

被災した高齢者の共助用住宅
孤独死の
防止

健康寿命の延伸

・特定保健指導の実施

早期発見
早期対応

介護体制の
充実

在宅介護者座談会の開催

拡充
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歴史・文化・郷土愛
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誇りを持てる「そうま」を伝承する基本目標

・歴史資料収蔵館、郷土蔵の充実

・中村城跡保存管理計画の見直し

常設展（基本的な歴史・文化を知る）
企画展（新たな興味を引き出す）

・和風デザインコードの策定

・社会科副読本「ふるさと相馬」の活用

Ｈ27

Ｈ27

Ｈ27～

歴史的街並みを残す基準の策定

・相馬市史の編さん

Ｈ26～

継続

・相馬民謡全国大会の開催 継続

小学校３・４年生の
社会科学習を中心に
地元の題材をもとに学ぶ

郷土愛の醸成

・相馬野馬追
・中村城跡
・相馬民謡
・相馬盆踊り
・郷土神楽
・二宮仕法

地域活動の活性化

地元への定着

・相馬民謡や相馬盆踊りの体験学習

継続・拡充

地域活動（自治会、消防団活動、美化活動、
ボランティア活動等）の活性化

社会科副読本「ふるさと相馬」

郷土蔵

相馬野馬追

相馬民謡全国大会


